
平成２３年１０月１２日「第７回県政ランチミーティング」における発言要旨及び施策への反映状況調査票
広報県民課

１ うえだナビについて

池松　勇樹様

他４名

（上田市)

・事務局として一番大変なのは、毎月のイベントカレンダー

の作成である。自分の足で公民館などを回り情報を集めてい

る。行政の情報と民間の情報が一挙に集ってくる場所がなく

待っていても情報は集ってこない。

・県単位で企画している動きのうち、上田市に関係のあるも

のを年間を通して表現していければいいと感じている。

・行政情報に対して直接アクセスすることはほとんど無いと

思う。民間が主導でやっているところに、行政情報を載せる

ことが今後は必要であると思っている。

・県として、観光協会でもいいが、最新のイベントに関する

カレンダー的なものをだしていないのは、課題として考えな

ければいけない。全県的なイベントが載っているようなもの

を考えていきたい。

・長野県公式観光ウェブサイト「さわやか信州旅.net」のイ

ベントカレンダーにおいて、全県の開催中・開催予定のイベ

ントを掲載しています。またこの情報につきましては、市町

村観光協会等から随時、収集・更新をしています。

観光企画課

・上田の街の情報発信の必要性を感じて４年前に「元気づく

り支援金」をいただき、フリーペーパーの上田ナビを作り始

めた。今では、行政と民間の橋渡しのポジションになってき

たことが大きな成長だと感じている。

・自分たちがチャンスとして活用した「元気づくり支援金」

のような県行政に係わる情報の窓口をもっと明確にすること

で、長野県と地域で何かやってみたいと思っている人たちと

のつながりができる。県の情報が円滑に民間に伝わるような

アプローチの方法を考えていただきたい。

（藤森上小地方事務所長）

・地方事務所でも管内の魅力を発信していきたいと検討委員

会を作っているが、うえだナビの発信するものも使わせてい

ただきたいと思っている。今月号にも秋祭りや産直のスタン

プラリーなどを載せてもらっている。

　うえだナビはいろいろな場所に置かれている。うえだナビ

のような媒体を通じて、身近な人たちに行政の持っている情

報を提供していきたいと思っている。

・うえだナビに、定例記者会見の資料や当所で把握している

イベント・観光に関する情報を提供することとしました。

上小地方事務所地

域政策課

２　グループの活動内容について

・お聴きしました内容につきましては、今後の県政への参考

にさせていただきます。 ―

知事等発言内容

ＵＦＭ Ｇｒｏｕｐ

（ユーエフエムグルー

プ）

○魅力ある上田のまちについて

参加者の発言に対する県の考え方 担当課

①美味だれ焼き鳥について

・美味だれ焼き鳥とは、ニンニク醤油を焼き鳥にかけたもの

で、上田市独特のものである。昨秋に開催されたＤＣ（信州

デスティネーションキャンペーン）の企画で、上田のご当地

グルメとして考えた。現在、上田市に「美味だれ」の商標登

録をお願いしている。

・今年上田で初めてのグルメイベントを開催できるように

なったのはＤＣがあったからで、地元の人たちは喜んでい

る。

②上田紬について

・「上田紬」は上田市で４店、更埴で２店の工房があり、３

００年近い歴史がある。何とかこの伝統工芸品を身に付けて

欲しいと思い、ベストや名刺入れなどの小物も製作するよう

になった。

・日本の正装は何でスーツなんだろう、着物で行けばいいの

にと思う。みんな民族衣装とかで国際会議に来てるのに、何

で日本はスーツで行くんだろうと思った。地元の一般の男性

がもっと普通に着物や紬を着れる機会があればいいのにと思

う。

③上田映劇について

・上田映劇という映画館があったが、そこが定期上映をやめ

てしまった。その後に、上田映劇を再び劇場にしようと、地

元の人たちや上田ナビも協力しながら、上田映劇劇場再生プ

ロジェクトを最近立ち上げた。７～８年前からいろいろなイ

ベントを行ってきている。

・日本の社会が成長してきて、複合的ではなくなり縦割り化

してしまった。行政もそのひとつの典型例だが、社会全体が

そうなってきている。それをもう一回つなぎ合わせないとい

けないと思っている。そういう意味で今日の話はすごく刺激

的であった。

・街の賑わいがなくなってしまったのも専門化・縦割り化の

弊害じゃないかと思っている。もう一度未来に向けて問い直

さなければいけない。また、制度的におかしいところは改善

しなければいけない。

・紬についても海外から来た人や海外向けのことを考えられ

ないか。これから外国のお客さんを増やしていかないといけ

ないと思うが、それには日本らしい、長野県らしい物の価値

を上げていくことが必要だと考えるが、なかなか難しいと思

う。

参加団体・参加者 参加者発言内容


